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自衛隊への１８歳の個人情報提供は止
めて！  5月末までに除外申出を 

 市は自衛隊からの要請に応じて今年度も、本人の承諾なしに１８

歳に到達する市民の氏名、住所を自衛隊に提供しようとしていま

す。 名簿提供に法的根拠はありません。アメリカと一体で戦争す

る国づくりを進める動きを止めさせることが必要です。 

奈良市の18歳の高校生が、「本人の承諾なしに自衛隊に提供し

たのは違法・違憲」だと、国と市を相手に訴訟を起こしています。 

江南市の場合、名簿提供を止めてほしい人は５月末までにオン

ラインか郵送で除外の申出ができます。市総務課 HP をご覧下さ

い。 

 

 

新ごみ処理施設の北浦地区西側エリア（1.3ha）は、地元区との約

束で、江南市が一括して買い上げ、組合とは別に市独自事業として活

用することが求められてきました。 

西側エリアは民家等もあり用地買収と移転補償に約4億円も要し、

県道浅井犬山線からの進入路整備も必要となること、木曽川氾濫時の

想定浸水深度が 5～10ｍと、活用が困難な土地です。 

 

3 月 28 日、西側エリアの活用案について協議する全員協議会があ

りました。市は、尾張北部環境組合・新ごみ処理施設から蒸気、温水

の提供を受けない旨回答していること、将来に大きな財政負担を残さ

ないこと、1.3ｈａという狭い用地の活用となることなどから、温水

プールの整備は困難との見解を示しました。 

市は「既存スポーツ施設の更新も含めたスポーツ施設と公園機能を

持った全世代型レクリエーション施設とする。（施設の運営管理は、

民間活力の活用を基本とする）」との活用案を示しました。 

埋蔵文化財の試掘で本格調査不要の判断 

予定地の北浦付近には埋蔵文化財包蔵地があるため、今年 1

月、市が 50 か所を試掘し文化財の有無を調べました。その

結果、遺物の出土が希薄で遺構も確認されなかったため、本

格的な発掘調査は不要と判断され、新ごみ処理施設建設は予

定通り進められることになりました。 

議員の政務活動費を年間１５万円から３６万円に引き上

げる条例の改正について2月 1日から 1か月間、パブリ

ックコメントを実施しました。 

「視察が議会活動に役立っているように思えず、値上げ

の根拠がわからない」「市民は物価高騰の中やりくりして

いる。議員も今のお金でやりくりすべきではないか」など

8人の市民から 12件の厳しい意見が寄せられました。 

議会改革特別委員会で協議の結果、いったん引き上げ

を見送り、これらの意見を踏まえ、金額や政務活動費の使

途等を改めて精査し、令和6年度中の条例改正に向け協

議を進めていくことになりました。 

・ 

 

用地南西部から（➡）東方面を見た現在の様子
埋蔵文化財調査のため樹木の伐採が終わって
います （写真は組合 HP より） 北浦約3ha 

建設用地の中般若町北浦

地区の中央エリア3ha と

西側エリア 1.3ha 

当初の予定地・犬山市内から江南市内への変更と地元住民の反対運動、入札妨害事

件と入札中止、再入札など紆余曲折を経て、尾張北部環境組合の新ごみ施設建設は

2024 年度に本格化します。地元 6 地区（江南 3 地区、扶桑 3 地区）に対する地

域振興事業も予算化されました。新施設の供用開始は 2028 年 4 月を見込み、今

年秋には起工式が予定されています。 

【新施設の概要】 
全連続燃焼式ストーカ方式 

可燃ごみ焼却施設194 トン/日 

不燃・粗大ごみ処理施設14 トン/5 時間 

設計・施工：三菱・佐藤・昭和・松岡特定

建設工事共同企業体 

 

 

 

組合が負担して行う地元6地区への地域振興事

業は、協議中の 2 地区も含め 2027 年度までに

総額約 9 億 2800 万円の予定です。 

主な事業は、公会堂敷地の買い上げや会館の建

て替え・改修、道路や区内の公園整備などとなっ

ています。 

西側 
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